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福
井
連
協
た
よ
り

発行責任者

近藤源一郎

編集責任者

政所峯子

謹
賀
新
年

会
　
長
　
近
　
藤
　
源
一
郎

（
福
井
東
部
支
部
）

副
会
長
　
塚
　
本
　
　
　
隆

（
福
井
南
部
支
部
）

事
務
局
長
　
政
　
所
　
峯
　
子

（
福
井
中
部
支
部
）

幹
　
事
　
梅
　
田
　
喜
美
子

（
福
井
東
部
支
部
）

幹
　
事
　
山
　
崎
　
治
　
幸

（
福
井
支
部
）

幹
　
事
　
長
谷
川
　
光
　
男

（
福
井
支
部
）

幹
　
事
　
平
　
井
　
清
　
一

（
福
井
中
部
支
部
）

幹
　
事
　
田
　
中
　
重
　
一

（
福
井
中
部
支
部
）

幹
　
事
　
吉 

村 

吉
左
エ
門

（
福
井
中
部
支
部
）

幹
　
事
　
桒
　
原
　
春
　
美

（
福
井
中
部
支
部
）

幹
　
事
　
古
　
谷
　
　
　
明

（
福
井
南
部
支
部
）

幹
　
事
　
橋
　
詰
　
二
三
夫

（
福
井
南
部
支
部
）

幹
　
事
　
大
　
和
　
伸
　
夫

（
福
井
南
部
支
部
）

会
計
監
査
　
谷
　
口
　
啓
　
子

（
福
井
支
部
）

会
計
監
査
　
仲
　
北
　
豊
　
美

（
福
井
中
部
支
部
）

　

会
員
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
長
に
就
任
し
て
半
年
が
た
ち

ま
し
た
。
会
員
各
位
の
ご
協
力

の
も
と
で
連
協
運
営
が
計
画
通

り
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

退
職
者
の
会
活
動
の
基
本
で

あ
る
「
親
睦
と
交
流
」
か
ら
立

ち
上
げ
た
『
お
も
て
な
し
イ
ベ

ン
ト
』
は
福
井
南
部
支
部
の

「
若
狭
お
水
送
り
」
か
ら
始
ま

り
、
福
井
中
部
支
部
の
「
コ
ン

ニ
ャ
ク
手
作
り
体
験
他
」
、
福

井
支
部
の
「
朝
倉
遺
跡
散
策
」

で
3
回
目
が
終
了
し
、
今
年
は

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
井
東
部
支
部
の
「
三
国
祭

り
」
で
一
巡
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
「
お
も
て
な
し
精
神
」

こ
そ
が
親
睦
と
交
流
の
か
な
め

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
準
備
し

て
く
だ
さ
る
支
部
役
員
も
会
員

も
生
真
面
目
で
あ
る
こ
と
を
会

長
と
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。
一
人
は
み
ん
な
の
為
に
、

み
ん
な
は
一
人
の
為
に
・
・
・

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
福
井
連

協
退
職
者
の
会
が
さ
ら
に
楽
し

い
会
に
な
る
よ
う
み
ん
な
で
進

化
し
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｐ
労
組
福
井
連
協
退
職
者
の
会
　
会
長
　
　
近
藤
　
源
一
郎
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連
協
活
動
第
２
ス
テ
ッ
プ
へ
始
動
開
始

合
同
連
協
幹
事
会
を
開
催

2018.11.17　開催の第２回幹事会出席者

　

福
井
連
協
退
職
者
の
会
（
近

藤
会
長
）
は
２
０
１
８
年
11
月

17
日
～
18
日
に
芦
原
温
泉
『
政

竜
閣
』
に
お
い
て
支
部
幹
事
を

含
め
た
合
同
幹
事
会
を
開
催
し

①
会
員
の
拡
大
、
②
小
沢
ま
さ

ひ
と
後
援
会
の
取
り
組
み
強
化

―
―
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

会
議
冒
頭
に
Ｊ
Ｐ
労
組
推
薦

の
西
畑
ち
さ
よ
さ
ん
（
福
井
県

会
員
拡
大
と
「
小
沢
ま
さ
ひ
と
後
援
会
」

加
入
促
進

議
・
坂
井
地
区
）
、
辻
一
憲
さ

ん
（
同
・
丹
南
地
区
）
が
ご
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
斉

木
武
志
衆
議
院
議
員
（
国
民

民
主
党
）
、
井
ノ
部
航
太
さ
ん

（
福
井
地
区
）、
北
川
博
規
さ
ん

（
敦
賀
地
区
）
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
て
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

政
所
事
務
局
長
か
ら
活
動
経

過
報
告
が
あ
り
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
協

議
事
項
と
し
て
①
会
員
拡
大
、

②
小
沢
ま
さ
ひ
と
後
援
会
加
入

の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
拡
大
で
は
、
①
旧
組
織

退
職
者
お
よ
び
民
営
化
以
降
に

退
職
さ
れ
た
方
々
を
訪
問
し
て

加
入
を
呼
び
か
け
る
、
②
知
っ

た
方
が
知
っ
た
方
に
声
か
け
す

る
―
―
こ
と
と
し
、
小
沢
後
援

会
対
策
で
は
組
織
強
化
を
意
識

し
て
役
員
自
ら
が
行
動
し
て
い

る
姿
を
み
て
い
た
だ
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
役
員
も
高
齢

化
な
の
で
二
人
一
組
で
行
動
す

る
こ
と
も
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。

　

第
2
部
で
は
組
織
共
済
商
品

の
勉
強
会
を
、
高
村
地
方
部
長

か
ら
身
近
な
災
害
な
ど
を
例
に

と
っ
た
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
台
風
、
豪
雨
、
豪
雪
等
の

自
然
災
害
や
高
齢
者
の
交
通
事

故
も
多
発
し
て
お
り
、
参
加
者

か
ら
多
く
の
質
問
が
あ
り
充
実

し
た
共
済
会
議
で
し
た
。

　

第
3
部
は
親
睦
懇
親
会
で
塚

本
副
会
長
の
司
会
に
よ
り
支
部

対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
す
る
等

楽
し
く
有
意
義
な
交
流
が
で
き

ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
地
元
を
代
表
し

て
福
井
東
部
支
部
の
梅
田
会
長

か
ら
次
回
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン

ト
『
三
国
祭
り
へ
Ｇ
Ｏ
』
の
Ｐ

Ｒ
を
か
ね
て
中
締
め
後
、
散
会

し
ま
し
た
。

福
井
県
議(

坂
井
地
区)

組
織
内
議
員



第19号2019年１月１日 ＪＰ労組北陸退職者の会会報

－ 3－

おもてなしイベント

「三国祭りへＧＯ！」
５月20日 （月） に開催

子どもたちの祭囃子で

練り歩く湊町三国の祭

2018４月18日開催の

おもてなしイベントで美味しくいただく

｢カツ丼とお蕎麦セット｣

　

福
井
連
協
退
職
者
の
会
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
お
も
て
な

し
」
が
つ
い
に
ベ
ー
ル
を
脱
ぎ

ま
し
た
。

　

福
井
東
部
支
部
（
梅
田
喜

美
子
会
長
）
と
連
協
が
協
賛

す
る
も
の
で
、
本
年
5
月
20

日
（
月
）、
『
日
本
一
短
い
手
紙

の
館
』
と
北
陸
三
大
祭
り
『
三

国
祭
り
』
を
見
学
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
集
合
時
間
は
10

時
で
手
紙
の
館
駐
車
場
で
す
。

館
に
は
日
本
一
短
い
手
紙
等

が
た
く
さ
ん
展
示
し
て
あ
り
、

読
む
ほ
ど
に
感
動
が
広
が
り
、

そ
ん
な
「
手
紙
文
化
」
に
携

わ
っ
て
き
た
こ
と
に
誇
り
が

生
ま
れ
ま
す
。

　

あ
わ
ら
市
へ
の
移
動
は
、
各

支
部
ご
と
の
車
に
分
乗
し
ま

す
。
『
焼
肉
牛
若
丸
』
で
若
狭

牛
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
ラ
ン
チ

を
食
べ
て
い
た
だ
き
三
国
町
へ

再
移
動
し
ま
す
。
三
国
神
社
近

く
で
確
保
し
た
駐
車
場
（
漁
師

街
パ
チ
ン
コ
店
）
ま
で
福
井
東

部
支
部
の
皆
さ
ん
が
ご
案
内
し

て
く
れ
ま
す
。

　

概
ね
12
時
半
に
は
三
国
神
社

前
に
山
車
6
台
（
高
さ
5
メ
ー

ト
ル
）
が
勢
ぞ
ろ
い
。
そ
の
後

は
山
車
と
と
も
に
屋
台
が
せ
り

出
し
狭
く
な
っ
た
町
内
を
練
り

歩
き
ま
す
。
途
中
で
名
物
の
酒

饅
頭
を
買
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
午
後
3
時
半
頃
に
は
解
散

す
る
予
定
で
す
。

　

参

加
費
は
手
紙

の
館

入

場
料
と
ラ
ン
チ
を
入
れ
て

１
，
５
０
０
円
と
な
っ
て
お
り

当
日
各
支
部
で
徴
収
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
申
し
込

み
方
法
は
各
支
部
で
取
り
ま
と

め
て
い
ま
す
。
締
切
日
は
5
月

10
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が

準
備
の
関
係
上
な
る
べ
く
早
く

お
電
話
で
ご
連
絡
を
下
さ
い
。

ヒ
ー
ル
の
な
い
歩
き
や
す
い
靴

で
ご
参
加
下
さ
い
。

<

申
し
込
み
・
連
絡
先>

福
井
南
部
支
部

塚
本
事
務
局
長

０
９
０-

１
３
９
４-

２
４
４
４

福
井
中
部
支
部

吉
村
事
務
局
長

０
９
０-

４
６
８
８-

６
４
２
９

福
井
支
部

谷
口
事
務
局
長

０
９
０-

３
２
９
２-

６
９
１
３

福
井
東
部
支
部

今
田
事
務
局
長

０
９
０-

２
１
２
２-

３
０
０
９

福
井
連
協

漆
崎
事
務
員

０
７
７
６-

２
２-

０
４
８
４
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福
井
連
協
お
よ
び
支
部
活
動
報
告

退
職
者
連
合
に
も
参
加
し
よ
う

女
性
の
集
い
と
支
部
忘
年
会
と
幹
事
会

福
井
中
部
支
部
の
活
動

　

福
井
県
退
職
者
連
合
は
色
ん

な
親
睦
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
10

月
に
は
①
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
（
松
岡
河
川
敷
き
）
が
あ
り
、

清
井
俊
裕
さ
ん
（
福
井
南
部
支

部
）、
西
田
義
高
さ
ん
（
福
井

支
部
）、
近
藤
源
一
郎
（
福
井

東
部
支
部
）、
政
所
峯
子
（
福

井
中
部
支
部
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
清
井
さ
ん
と
西
田
さ
ん
は

良
い
ス
コ
ア
で
し
た
が
入
賞
に

は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
１
８
年
11
月
に
は
ア

オ
ッ
サ
で
第
27
回
総
会
と
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
議

長
は
Ｊ
Ｐ
労
組
退
職
の
会
の
番

で
近
藤
会
長
が
議
長
を
務
め
ま

し
た
。

　

今
年
の
5
月
頃
に
は
親
睦
交

流
バ
ス
ツ
ア
ー
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
行
き
先
等
詳
細
が
決

ま
り
次
第
に
会
報
を
通
じ
て
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
是
非
参
加
し
ま

し
ょ
う
。
ち
な
み
に
去
年
は
日

光
東
照
宮
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で

8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
政
所
峯
子
事
務
局
長
発
）

小
沢
ま
さ
ひ
と
後
援
会
に

加
入
し
よ
う

　

福
井
中
部
支
部
（
平
井
清
一

会
長
）
は
２
０
１
８
年
11
月
25

日
～
26
日
、
鯖
江
神
明
苑
に
お

い
て
、
恒
例
に
な
っ
た
女
性
の

集
い
を
12
人
の
参
加
で
開
催

し
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
「
小
物
づ

く
り
」
を
し
ま
し
た
。
夕
方
か

ら
は
支
部
忘
年
会
を
兼
ね
て
男

性
会
員
も
参
加
し
総
勢
22
人
が

和
気
藹
々
の
う
ち
に
1
泊
2
日

の
親
睦
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
早
朝
か
ら
支
部
幹
事

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
連
協
で

確
認
し
た
①
会
員
の
拡
大
、
②

小
沢
ま
さ
ひ
と
後
援
会
加
入
の

取
り
組
み
を
早
急
に
実
施
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

（
吉
村
吉
左
エ
門
事
務
局
長
発
）

2018.11.25 福井中部支部忘年会 2018.11.25 福井中部支部女性会


